
環境に適合した温排水の放流方式

1 ま え が き

発電所から放出される温排水は， 漁業や海上交

通などに深いかかわりを持つため， 電源立地推進

上の大きな問題となっている。

また， 環境審査においても， 温排水は最重点項

目として厳しい審査が行われている。
このような状況に対処するため， 温排水の拡散

範囲の低減と， 放流速の低減を考慮した温排水の

放流方式について研究を進めてきたが， とくに近

年， 各立地々点特有の環境に適合した放流方式を

水理模型実験により見出し， 採用され て き た の
で， 以下にその概要を紹介する。

2 環境に遍合した温排水の放流方式

(1) 放出流速の低減対策（港湾内の放流方式）

港湾内での温排水の放流は， 温排水の拡散範囲

の軽減よりも， その放出に伴う流動が海上交通に

支障をきたさないよう配慮することの方が重要で

ある。

たとえば， 西名古屋 5, 6 号， 知多 5, 6 号，

等の増設や， 知多第2の新設では， 放水口出口流

速が平均 30cm/sec ， 最大50cm/sec 以下になるよ

う港湾管理者から指導されている。

このためには， 放水口の断面を単に大きくとれ

ば解決されるわけではなく， 海域水と温排水との

密度差によって， 温排水が表層だけを流れる， い

わゆる冷水くさびの発生や， 放水口形状に起因す

る流れの偏向などを防ぎ， 放水口全断面にわたり

均等な流れとなるような対策が必要である。
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枯散ぜきによ
り流れの慣性をそぎ、均
等に越流させる。
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第1園 漬遍躙菫杭（左）と拡載ぜき（右）
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この例として， 流速調整杭（知多火力放水口）

や拡散ぜき（西名古屋 5, 6 号放水口， 知多第 2

火力放水口）などによる対策の合理的な設計方法

を， 水理模型実験により研究した。 第1図は， 流

速調整杭や拡散ぜきの概念図である。

(2) 温排水影響範囲の軽減対策

け） 一般的な海域

温排水による海域水温の上昇範囲を低減させ

る方法としては， 海底水中放流方式が有効であ

る。

この方式は， 温排水を複数の放水管に分割し

て， 海底から水中に 2-5m/sec（海域環境に

よる）の流速で放出し， 周囲の海水と強制的に

混合稀釈させながら浮上させる方法である。

第2図は， 海底水中放流方式の概念図である。

放水管の数， 口径， 配置， 放出流速などの条件

は， たとえば温排水による水温上昇範囲の制約

や上昇水温値の制約， 放流によって生ずる流動

の制約といった， 漁業や海上交通などの制約を

満足すると同時に， 当該海域の自然環境に適合

したものであることが大切であり， 現在A地点

を対象として， 水理模型実験手法による検討を

行っている。

既設表層放流温排水
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第2図 渾塵水中放漬方式（飴直断面図）

一方， LNG基地の冷排水の影響範囲を低減

させる放流方式として， 総合技研では全国にさ

きがけて海底水中放流方式の採用を提案し， 現

在， 知多 LNG共同基地， 知多工lレ・エヌ ・ ジ

-（株）知多基地で稼動中， もしくは工事中のほ
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